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学会長挨拶

日本バイオメカニクス学会 会長

深代 千之 (東京大学)
立命館大学において、

"16年
9月 12～ 14日 、「未来のバイオメカニクスを解くJを テーマに、

第24回学会大会が開催されます。最初に、学会大会を快く引き受けてくれた伊坂忠夫組織委員

長、長野明紀実行委員長、栗原俊之事務局長をはじめとするスタッフの方々に、日本バイオメカニクス学会を代表して、

厚く御礼もうしあげます。近年、立命館大学は、研究やスポーッ競技など様々な分野で、国内外において大きく躍進し

ており、その中核を担うスタッフによって、この大会が企画 運営されることに、大きな期待を寄せています。

本大会のテーマ「未来の一」を聞いたときに、次のようなことを思い浮かべました。近年の日本の様々な分野の発展

を俯取してみると、日本史上、最大の変革であった明治維新においては、近代化された社会および欧米型の科学技術を

満載した合理的生活を目指すという、つまり欧米に追い付き 追い越せという具体的な目標がありました。その発展の
途中において、不幸な大戦も経験 しましたが、現在、日本は欧米に追いつき、次の未来の目標を欧米とともに自ら考え

出さなければならない立場にたったといえます。これをバイオメカニクス研究に置き換えると、日本バイオメカニクス

学会 :JSBの研究も欧米を目標にしていた時期を経て、今や国際スポーツバイォメカニクス学会 :ISBSは もとより、国

際バイオメカニクス学会 :ISBを も凌ぐ勢いで発展 してきているといえます。すなわち、これからのJSBバイオメカニ

クス研究は、欧米をもリー ドするような未来志向のアイデアそして立場が期待されているのです。この意味において、

本大会のテーマは、まさに時勢に適合するものと考えられます。

バイオメカニクス研究の発展を、大きな流れとしてみると、純粋科学としてはキネマティクスからキネティクスヘ、
つまり現象論から機序解明へと進んできました。また、これらの基礎研究を土台とした応用科学としての試みも、国立
スポーツ科学センター :JISSで 結実 しつつあります。ただ、ここで注意したいのは、IT機器に支えられた測定や演算
機器の発達と、バイォメカニクス研究自体の発展とを明確に分けて理解 しなければならないということです。例えば、

逆ダイナミクスの動作解析では、フィルムからビデオカメラ、そしてモーションキャプチャヘと進化 し、デジタイジン

グのような作業をしなくとも済むようになりました。一方の順ダイナミクスは特にIT機器の進化に支えられていて、
19"年 カルガリーISBで米 テキサス大学の歩行シミュレーションで使用したコンピュータは数億円だったものが、現
在ではパソコンでできるようになりました。すなわち、我々は測定技術や解析手法の発展ではなく、バイォメカニクス

研究自体が発展 しているかどうかを、もう一度よく考えなければならないということです。逆にいえば、現在では作業
やハー ドウェアといった制限を超えて、基礎学力を土台としたアイデァで勝負できる時代になったともいえるのです。
だからこそ、独自性をもつJSBの 発展が期待されていると考えています。

ところで、」sBに は1.lXXl名以上の会員が在籍 しており、JSBは もちろんISBや ISBsの学会大会において、多くの優秀
な研究が発表されています。これらの研究活動を考慮すると、「バイオメカニクス研究 :JJBsEJへの投稿がまだ十分
ではないといえます。JsBは、若手研究者が主軸を担う学会であり、若手への研究助成も実施し、大会では若手奨励賞
も準備しています。」sBと して、さらなる若手研究者の発展と学会誌への投稿を期待 しているからです。そのために、
本大会での発表と積極的な議論を通 じて、自分の研究をプラッシュアップしてもらいたいと念じています。

最後になりますが、実行委員の先生方はもとより、協賛企業の方々、そして立命館大学に対して、感謝の意を表しま
す。そして、参加者自らが学会を盛 り上げるような活気ある大会になることを祈念し、会長挨拶とさせていただきます。
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組織委員長挨拶

JSB2016組織委員長

FX. p,{ rvrtmt+r

分野ならびに関連分野

有とさらなる研究発展

第24回 日本バイオメカニクス学会大会を、立命館大学びわこ くさつキヤンパス (BKC)
にて、2C116年 9月 12日 ～9月 14日 の3日 間、開催する運びとなりました。バイオメカニクスの

の研究者ならびに学生の皆さんが、一同に介して研究成果を持ち寄り、議論し、新しい知見の共

のきっかけとなる大会になるように、大会関係者一同心より願つております。

本大会では「未来のバイオメカニクスを解くJを大会テーマに掲げ、一般研究発表、基調講演、シンポジウム、アワー

ド報告などを企画させていただきました。誰もが未来を予想し、イメージすることはできますが、未来は必ずしもその

予想通りにはなりません。ただし、これまでの歴史を眺めてみたとき、「イメージできたこと」を創造し実現してきた

のが人類です。その代表例がテクノロジーの進歩 進化であるといえます。そして、そのテクノロジーの進歩 進化が、

より急速になってきていることは誰もが感じているところです。アポロH号が月面着陸したのは1969年ですが、そのと

きの制御に使われたコンピュータの性能、容量よりも、いま皆さんが使つているスマートフォンの方が蓬かに凌駕して

います。テクノロジーの発展の底流には、より良い生活を手に入れたい、もっと便利に、という人々のニーズがありま

す。さらに、現代はニーズを超えたハイスペックなテクノロジーが溢れる時代です。そのような時代において、人間の

営み、社会行動、法律、制度などは影響をうけ、その影響は今後ますます強くなると予想されます。

我々が研究対象とするスポーツ動作、日常生活動作、 トレーニング、健康づくりは、すべて人間が対象であり、この
バイオメカニクス研究においても、関連するテクノロジーはさらに急速に進み、これまでには困難であったデータ取得、

解析が格段に進むようになります。そのような研究環境の発展は「何をリサーチクエスチヨンとして設定し、解くのか ?」

という研究の本質に今一度立ち返ることを求めます。しかも、身の回りには予想もしない性能をもったテクノロジーが

あり、その潜在力が発揮されるのを待っている状況にあります。このような中で、「未来のバイオメカニクスJの研究

方向はどのようになるのか、どのようなことが可能になるのか、明らかにすべき未来の課題は何かを、この機会に議論

できる大会となることを願つています。

もちろん、未来は不確実です。誰も正確な予想は困難であり、論理的には「未来のバイオメカニクスを解くJために

は膨大な未知数、予測不能の項を含んだ式を解くことが求められ、正確な未来像を描ききることはできないことになり

ます。ただ、人類ならびに研究の発展は、明確なビジョンとそこへ向けての行動によって積み上げられてきました。こ

のことより未来に解決すべきバイオメカニクス研究をそれぞれが設定し、それぞれの「未来のバイオメカニクスについ

てビジョン」を持ちより、語り、議論し、洗練し、共有する学会大会になることを′さから願つて、大会テーマとさせて

もらいました。未来のバイオメカニクスを希求する、あるいは貢献する皆様にご参集いただき、未来の担い手である若

手研究者、長年この分野を支えていただいている研究者が、縦横無尽に交流し、大会テーマに導かれるような議論のう

ねりが生じることを心より願っております。

最後になりましたが、本学会大会開催にあたりまして多くの方々にご協力 ご支援をいただいております。この学会
大会の母体であります日本バイオメカニクス学会の会長、理事長をはじめとする各委員の先生方、ならびに2年前より

大会準備にご尽力いただいた実行委員会の先生方、ご協賛いただきました企業の方々、本学関係者などを含めまして多

くのご支援とご協力をいただいております。ここに改めて感謝申し上げます。

知的興奮の渦巻く3日 間になりますよう心より祈念し、挨拶の言葉とさせていただきます。
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大会組織

学 会 長

組織委員会委員長

組織委員会副委員長

実行委員長

事 務 局 長

実 行 委 員

深代千之 (東京大学)

伊坂忠夫 (立命館大学 )

桜井仲二 (中京大学 )

長野明紀 (立命館大学)

栗原俊之 (立命館大学)

石川昌紀 (大阪体育大学)

大塚光雄 (立命館大学 )

小田俊明 (兵庫教育大学)

神崎素樹 (京都大学)

小林雄志 (立命館大学)

佐藤隆彦 (立命館大学 )

塩澤成弘 (立命館大学)

篠原康男 (立命館大学 )

正田 悠 (立命館大学)

谷本道哉 (近畿大学)

樋口貴俊 (福岡工業大学)

福谷充輝 (Uruversity of Calgtty)

藤林献明 (びわこ成険スポーッ大学 )

藤本雅大 (立命館大学)

保原浩明 (産業技術総合研究所 )

本城豊之 (防衛大学校 )

吉岡仲輔 (東京大学 )

○大会事務局

〒5258577 滋賀県草津市野路東111

立命館大学スポーツ健康科学部

第24回 日本バイオメカニクス学会大会事務局

貝三言舌 :077-561-2791 (イ tラ長)

E―Mall:jsb2016@gst五 tsullleiacjp

-4-



大会スケジュール
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9月 12日 (月 )

山崎 直子 (宇宙飛行士/立命館大学客員教授 )
9月 12日 (月 ) 13:00～ 14:00(C会場 (R103))
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9月 13日 (火 )

Waltef HefzOg (Facultv of Kinesiologv, Universitv of Calgary)

9月 13日 (火)10:00～ 11:30(C会場 (R103))

〓

⊆
∽
ｏ
一①

〓

ｏ
ｏ
Ｆ
”
コ

ｏ̈
∽

”
コ
Ｑ

〓

⊂
∽
ｏ
一Φ

０
〇
二
ヨ
雨
ヨ
”
０
●
ｏ
■

「
Φ
『喘０
『ヨ
”
コ
ｏ
ｏ

「
『
０
０
Φ
ユ
一Φ
∽

喘
Ｏ
『



Pl―AW-1 大島 雄治 筑波大学大学院
Dynamics of suppOrt hip iOint during maximal velocity sprinting

Pl―AW-2 木下 まどか 筑波大学大学院

Biomechanical analysis of taekvvondo roundhouse kick focused on

phase before toe off

Pl―AW-3 宮崎 彰吾  筑波大学大学院

Biomechanical ana!ysis of rotation strategy of backward somersault

in artistic gymnastics

P2-AW-4 成田 健造  筑波大学大学院

Companng whOle stroke and arm only in front crawi at the swimming efFlciency

P2-AW-5 久野 峻幸 大阪体育大学

Musculotendinous mechanical properties and lower lirnb morphOlogy

in track and ield athletes

P2-AW-6 高橋  和孝  筑波大学大学院

The characteristics of hitting motion using bats having different

length and rnass but equal rnoment of inertia

P2-AW-7 吉田 拓矢 筑波大学大学院

Development of rnutistep drop lump teSt by using different drop

heights

P3-AW-8 江 間  諒 ―  芝浦工業大学大学院

unique activation of the rectus femoris during knee extenslon with or vvithout

hip extension:implications for the training specincity Of the quadriceps femoris

P3-AW-9 佐渡  夏紀  東京大学大学院
The role of torsional rotation of trunk in sprint running

P3-AW-10 辻本 典央 福井工業大学
Primary factors affect foot eversion dynamics during stance phase of
running
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9月 13日 (火 )

奨励賞国際セッション

9月 13日 (火 )14:30～ 16:00 (C後ゃi易 (R103))
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一 般 研 究 発 表
奨励賞国際セ ッシ ョン

lott h、 J,tors Award籠
"maiOntt S、
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9E 138 (^) 13th sep. (rue.) 14:30～ 16:00

Chair: Masahiro Fujimoto (Ritsumeikan University)

l4:30 O2C1430 Time-varying trunk dynamics during running
ａｍ

　

ｏ

Ｏ
　
ｄ

ｈ

　

ｕ

Ｓ

Ｋ
Ritsumeikan University

1445 02C1445 111:淵
:lCham・
°nhT42dasschoseanasymmetrc   3:[‖

修ume ttST
朽m02● 5∞

:3冨1:用出lli尉辮t厭1星訛:ケ鮒:留
ｅｕＫｅｉ

『
Nagoya University
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Atsuki

Fukutani
University oI Calgary
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Region-specifc neuromuscular activation within rectus
15:45 O2C1545 Iemoris muscle and lower extremity kinematic characteristics

in elderly during gait 鵬 abe ChukyO U雨
vettiυ
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9月 12日 (月 )

奨励賞セッション①

9月 12日 (月 )14:15～ 15:45

奨励賞セッション②

9月 12日  (月 )16:00～ 17:30

(C`や場諭(R103))

(C雀ヨ易 (R103))



一 般 研 究 発 表
奨励賞セッション①

Young lnvestigators Award l

9月 12日 (月 ) 12th Sep(Mon.) 14:15～ 15:45

座長 :神崎 素樹 (京都大学)

14:15 01C1415 
属輩諾遷孟臭

短距離選手におけるアキレス腱と膝蓋腱の種目 上野 弘聖 蕎3彗爺
学スポーツ健

1430 01Ci430 ランニング支持期における後足部外反モーメン トの発生要因 辻本 典央 福井
工業大学スポーツ

健康科学部

14`5 01C1445 疾走速度の相違が体幹の力発揮に及ぱす影響 佐渡 夏紀 東京大学大学院

1500 01C151111 歩行動作の筋シナジーのフラクタル解析 中里 真 幕努奔
学人間・環境学

15:15 01C1515 
基

持脚が歩行におけるつまずき後の角運動量制御に与える影 中島 孝寛 羅属葵尋
大学院総合文

1530 01C1530 二足立位の水平面での粘弾性特性の定量 冨田 真吾 京都大学大学院

―-36-―
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一 般 研 究 発 表

奨励賞セッション②

YOung investigators Award 2

9月 12日 (月 ) 12th Sep(Mon) 16:00～ 17:30

座長 :栗原 俊之 (立命館大学 )

16:OC1 01C1600 
蒐

`竃

勇ガあ寓重

ンパク トにおけるボール反力を推定する新 伊賀 崇人 蝙
岡大学スポーツ不斗学

16:15 01C1615 
恵孟

競泳選手における人体形状の相同モデルを用いた形態的 相馬 満利 ヲ査雪フ今言奎繁
院 ト

16:311 01C1630 
霧彗2奮亨]『勇

おいて体幹内部で発揮される捻転 トルクの 木村  新 東京大学大学院

捻

“

創 Q“5こ
基雁

ハンドス トロー舛 こおける鎚 鯛 りの鶴 晰 動
燃 欲 東京ブぎ1大学院

17:lX1 01C17∞
 日
内一流男子レスリング選手における両脚タックル動作の特 山下 大地 ワ壬

スポ~ツ科学セン

1■ 15 01C1715 生演奏におけるヴァイオリン演奏者の身体動作 正 田 悠 立命館大学

―-37-―

奨励賞セッション② C会場 (R103)



9月 13日 Ck)

(火 )

国際セッション①

9月 13日 9:00～9:45(C会場 (R103))

国際セッション②

16:15～ 17:45 (C絵さユ易 (R103))

一
般
研
究
発
表

国
際
セ
ッ
シ
ョ
ン
）



一 般 研 究 発 表

国際セッション①

lntcrnati(,nal Session l

9E 13E (^) 13th sep. (rue.) 9:00～9:45

Chair Masaki:shikawa(OUHS)

Acceleration and deceleration profrles in the hurdle race
9:00 O2C0900 determined with laser distance meter, high speed camera

and inertia sensors
χ麗‖lya Rおu¨ iにn Un℃ rs ty

9:15 O2C09l5 
A three-dimensional kinematic analysis of walking speed
on world elite women's 20-km walking races

ａｇＯＨ

ａ
師
Ｍｉｕｒ

Selkei University

93002C09303脚鷺:酬yξ甜Ⅷ:腰桐ι嵩:‖雁』亀
“
。n

Юｈｋａ
ｂ

ａ
　
ａ

Ｔ

Ｓ
Ritsumeikan University
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国際セッション① C会場 (R103)



一 般 研 究 発 表
国際セッション0
1nterl]ational Sessi()n2

9E 13E (^) 13th sep. (rue.) 16:15～ 17:45

Chair:Hiroaki Hobara(AiST)

.t6:15 o2cl6t 5 o:l"lTT11-tl 
" 

multiple-people rnotion capure svstem Tfll" Ritsurneikan university
wrth two Krnect sensors Akaguma

1030020630露『ぷ邸器1濯:網ふξ習器 i‖:翼:]」 FeЮ
nCesh Yttha“

盤認:yluteds∞
ns

檜
“
02醐5謄」;器:rF器電1鵬模鼎|!T器躙:湘 Yusuke zu Rもumdbn Unvers υ

Assoctton bem∞n co蘭∞ s●ndhttw縄
:濫 lξ騨旱‖

S脊

搬

雨
RIsurr ekan U雨

“

d″17:00 02C17KXl and VValking stride‐ to‐St"de Vattab‖ ″

Chronic Ankle lnstabi‖ ty

Hiroko
Tanabe

17:,5  02C1715  1ntermitent muscle activities during quiet standing The Un versty of Tokyo

Home-based calf-raise training with the intenl 10 move
l7:30 O2C1730 rapidly improves rapid force production and balance

performance in elderly nren

Ryoichi

Ema
Shibaura lnsltute of

Technology

―-47-

国際セッション② C会場 (R103)



9月 13日 (火 )、 14日 (水 )

口頭発表②

9月 13日 (火 )9:00～9:45(B会場 (R102))

口頭発表①

9月 13日 (火 )9:00～9:45(A会場 (R101))

9月 14日 (水)13:00～ 14:00(B会場 (R102))

9月 13日 (火)16:15～ 17:15(A会場 (R101))

口頭発表③

9月 13日 (火 )16:15～ 17:15(B会場 (R102))

口頭発表④

9月 14日 (水 )9:00～9:45(A会場 (R101))

9月 14日 (水)10:00～ 11:00(B会場 (R102))

口頭発表⑤

9月 14日 (水)9:00～9:45(B会場 (R102))

9月 14日 (水)10:00～ 11:00(C会場 (R103))

口頭発表⑥

9月 14日 (水)9:00～9:45(C会場 (R103))

口頭発表⑦

口頭発表③

口頭発表⑨

口頭発表⑩

口頭発表①

9月 14日 (水 )13:00～ 14:00(C会場 (R103))

一
般
研
究
発
表

（口
頭
発
表
）



表表犠発鰤頭一口
9E 13E (^) 13th Sep. (rue.) 9:00-9:45

座長 :塩澤 成弘 (立命館大学 )

9:00 02A∞ lXl 号雪責だ集毒丁彩鼻
せる予備動作がサイドステップのクイッ

内田 絵梨
立命館大学スポーツ健

康科学部

9:15 02A∞ 15 
曇賑叢畳言8畠標

ツドミルランニングにおける身体動揺と酸

9:30 02A0930 T壺
:スラF二 331矢

g121讐 質量中心位置
の高 さがス 田中 貴大 立命館大学大学院

座長 :樋口 貴俊 (福岡工業大学)

榎本 靖士 筑波大学体育系

9:lll1 0280900 貢琴7ラフ当燥お燥量
バツト・ヘツドスピード増大に有効な

阿江 数通
筑波大学スポーツ

R&Dコ ア

915 0280915 野球選手におけるバットスイング速度と体幹筋厚の関連   土金  諒
立命館大学スポーツ健

康科学研究科

9:30 0280930 
罫

間的再現性の高いインパク トを生み出す野球打撃動作の検
御 前 純 立命館大学
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口頭発表① A会場 (R101)

口頭発表② B会場  (R102)



表表矯発鰤頭一口
9E 13E (*) 13th sep. (rue.) 16:15～ 17:15

座長 :本城 豊之 (防衛大学校)

16115 02A1615 歩行立脚期中の股関節,膝関節の角度変化 山本 洋之 姫路獨協大学医療保健
学部

1030 02A1630 歩行・走行動作の速度変化からみた下肢動作の安定性 湯 海鵬
愛知県立大学教育福祉

学部

1645 02A1645 
花[援 悪早£馨

シナジーの機能特性が活動度の不安定性の変 木伏 紅緒 曇理套言葵再
院人間

1700 02A1700 新しい歩行様式i walkに おける下肢関節のキネティクス解析 下賓 賢人 立命館大学大学院
ス

ポーツ健康科学研究科

座長 :荒川 裕志 (国際武道大学)
16:15 02B1615 i替 97舌 王;)ン

ドドライブにおけるラケットの制御とボー
 飯野 要― 東京大学

16:30 02B,63Kl 
昌犀量2フ

オアハンド・グラウンドス トロークにおける至適 大津 卓也 筑波大学大学院

16:45 02B1645 
』劣こ£基底

グ中の下胴部長軸まわりの回転運動を生み出す
高木斗希夫 冒壬

スポ~ツ科学セン

,7:∞  02B1700 
僚

関節伸展筋の疲労とゴルフスウィングパフォーマンスの関 三宅 悠斗 葉會琴種霞奔重爆発科

―-57-―

1口頭発表③ A会場 (R101)

口頭発表④ B会場  (R102)



一 般 研 究 発 表
口 頭 発 表

9H148 (^) 14th Sep. (wed.) 9:00～9:45

口頭発表⑤
菫 ,

=| A会場 (R101)

座長 :小田 俊明 (兵庫教育大学 )

9100 03Al1900 7プ
競技選手における体幹筋の左右差に局在性は存在する  小山田悠希 霞客軍李

学スポーツ健

9:15 03A0915 野球選手における体幹筋の発育特性に関する横断的研究   和智 道生 薫會写植霞森軍踊発科

930 03A0930 野球打撃動作における左右下肢の動力学的な役割      見鄭 康平 筑波大学大学院

口頭発表⑥ B会場 (R102)

座長 :吉岡 伸輔 (東京大学)

9100 03B091Xl 野球メジャー球の投球がパフォーマンスに与える影響    那須 大毅 N耳
曇星晨岳免品

シヨ

9:15 03B0915 
お単I弯耳γサ繁『 製

脚ジャンプシュー トの上級者と初級者 谷本 道哉 近畿大学生物理工学部

9:30 03B0930 
理あ鷹異

ンキャプチャによる前腕回内回外の尺骨挙動推定手
 野尻 紘聖 熊本高等専門学校

口頭発表⑦ C会場 (R103)

座長 :正田 悠 (立命館大学 )

9:00 03C0900 日本舞踊における「体幹部」の技法分析          宇津木安来 尋
京藝術大学音楽研究

915 03C0915 足圧中心動揺による小児の安静立位姿勢制御の評価     大庭 尚子 日本女子体育大学

930 03C0930 ヴァーチャル障害物の視覚情報による姿勢制御への影響   井田 博史 上武大学

―-58-―



表表犠発師頭一口
9814E (^) r4th sep. (wed.) 10:00～ 11:00

座長 :佐藤 隆彦 (立命館大学 )

10:∞  03BЮ∞
 葎言琵曇

女サッカー選手のスプリン ト走における下肢関節動 田村 雄志 福岡大学

101503日 劇5す
7]Ψじヽ まま話 義壌

るスタ ト姿勢の引 ヒがパ
岩 崎 領 東京学芸大学大学院

ll130 0381030 陸上競技の曲線走における右足接地期の運動力学的特徴   東  洋功 早稲田大学大学院

ll1 45 03B1045 長距離走における体軸回りの回転運動の2/t果 舛本 現 理化学研究所

座長 :長野 明紀 (立命館大学 )

Ю∞ 030鰤
ふ禅[昌享I特 了 lずlり11尋修「

高さへのダイビング
沼津 直樹 筑波大学大学院

ll115 03C1015 拡散レーザーを用いたステップ計測の可能性 濱中  良 鹿屋体育大学大学院

10:∞  03Ci030 
盾塁焚援悪撃C尋

肢関節 トルクがエネルギーの発生、変換、 鈴木 雄太 大阪市立大学

1045 03C1045 傾斜条件の違いが連続ジャンプの運動効率に及ぼす影響 関 慶太郎 警馨奎霜発韓
院人間総

―-59-―

口頭発表③ B会場  (R102)

口頭発表⑨ C会場 (R103)



表

表
発究

発闘頭
一
口

9814E (^) 14th sep. (wed.) 13:00～ 14:00

座長 :谷本 道哉 (近畿大学 )

1300 03B1300 
子 ()貰

ルのキックにおけるキック方向の変化 と腰部のダイ
濱田 佳孝 東京大学大学院

1315 03B1315 関節モーメントアームと固有筋力の関係 美幸 摂南大学

13:30 03B1330 7歯
器婁

の走動作における単位EE離当たりの力学的仕事に関
千田 周平 東京大学

13:45 03B1345 
冠寓了菅五齢諾襟勇

手の疾走動作とパワー発揮能力との関係 横澤 俊治 ワ壬
スポ~ツ科学セン

座長 :稲葉 優希 (国立スポーツ科学センター)

13:∞  03C131Xl if目
勤鸞言T象欝警彗賢垢±3背菱泥

投球者の投球スピー 久保 横平 神奈川大学

剛 5∝ 035雰
革

帷 輌 作におけるボール卿 ―ス確 妊 協 動 の 海津 陽― 馨馨李言発尋
院人間総

13:30 03C1330 
翁発

ケツ トボ~ルのシュー トの距離調節 メカニズムに関する
中野 信泰 羅尋発尋

大学院総合文

13:45 03C1345 素璧1窪撃お珍慧露尋[2鯉亀男お亀査
学アメリカンフット 山本  捷 立命館大学
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口頭発表⑩ B会場 (R102)

口頭発表① C会場 (R103)



9月 12日 (月 )、 9月 13日 (メ()、 9月 14日 (水 )

ポスター発表①

9月 12日 (月 )口頭セッション

11:00～ 11:54

ポスターセッショ

17:30～ 18:30

ポスター発表②

9月 13日 (火)口頭セッション

13:30～ 14:21

ポスターセッショ

17:45～ 18:45

ポスター発表③

9月 14日 (水 )口頭セッション

11:10～ 12101

ポスターセッショ

14:00～ 15:00

(B会場 (R102))

ノ

(エポックホール)

(A会場 (R101))

ン

(エポックホール)

(A会場 (R101))

ン

(エポックホール)

一
般
研
究
発
表

（ポ
ス
タ
ー
発
表
）



一 般 研 究 発 表
ポスター発表①
Poster Presentations l

9812E (E ) 12th sep. (Mon.) 11:00～ 11:54

ポスター発表① B会場  (R102)

司会 :大塚 光雄 (立命館大学 )

Pl l  飛込競技者と体操競技者における「後踏切前宙返り(402C」 の比較 久永 将太 順天堂大学大学院

P12  
貝奮男房簿蜃

手を含む異なる競技成績の棒高跳選手におけるボック 山本 智貴 日本体育大学大学院

P13  
昌様

投動作における “骨盤に対する胸郭の二次元運動"と飛混巨離の 上坂  学 塀奪最
大学スポーツ健康

小林 裕央
 唇裏奔

学大学院総合文化P14  野球の試合中における投手の筋活動の変動

P15  野球投動作の動力学的分析 鵜澤 大樹 筑波大学大学院

Pl-6  野球打撃における地面反力と体幹回旋筋力の関係 平山 大作 筑波大学

P17  `Z出
晨こ

スにおけるオーバーハンドサーブとフィットネス測定値 松本 莉佳 首都大学東京

P18  
品化墨皇lζ Z寡夕

足圧中心移動からみたスイングスタイルは意図 泉本 洋香 立命館大学大学院

P19  コルフクラブに作用する トルクの運動力学的分析 岡本  敦 震尋重昂
大学スポーツ健

Pl-10 バ ドミン トンラケッ トの性能予測 大田  映 筑波大学大学院

Pl ll 
ザゞ島ぶ臭

ンのオーバーヘッドス トローク動作に関するキネマティ 大高 千明 奈良佐保短期大学

Pl 12 
晟幕

ツシユのフォアハンドス トロークにおけるラケットスピー ドの 柳谷登志雄 順天堂大学大学院

円¬7需
舅

曜 雌 における郵 鵬 リス例 こ関すい イオメカニクス的
訓 鯨 醗 武獣 学

Pl-14 ジュニアウエイ トリフターのスナッチ技術の年間変化の定量化   柏木  悠 5奮竺了李尋李繁
院 ト

Pl-15 
多ワ量窪κ姦淋品こ魯

~競技の上り坂における優れたダブルポーリ 藤田 善也 曇器昌
大学スポーツ科学

Pl 13 サッカーにおける トーキックの動作分析 成澤 一希 東京学芸大学大学院

Pl 16 バスケットボールの前後 ドリブルにおける上肢の動作分析     梅本 実穂 奈良女子大学大学院

Pl 18 テコンドーにおける感覚的な「素早さ」の数値化 木下まどか 筑波大学大学院

-84-



一 般 研 究 発 表
ポスター発表②

Poster Presentations 2

9E 13 E (^) i3th sep. (rue.) 13:30～ 14:21

ポスター発表② A会場 (R101)

司会 :篠原 康男 (立命館大学)

P2-l  sine wave tandem ga■に関する運動力学的分析 川上 真吾 東北文化学園大学

P22  
ス

`)名

るこ鶯層十彦二

時のフィー ドフォワー ド制御とフィー ド  枝松 千尋 倉敷芸術科学大学

竹林 秀晃 芳修サ3ビ
リテーション

P23  複数体肢の同時動作における反応時間

P24 側方跨ぎ動作に関する身体運動学的解析 大沢  巧 'テ 5科
大学総合医療セ

P25  
籍護栃婆見

するカメラ台数を増減 した際の 3次元座標空間再構築の 中井  聖 京都光華女子大学

P2■  肥満児童における身体組成が立位姿勢制御に与える影響      山本 憲志 
日本赤十字北海道看護大

い 学

P2-7  大学男子カヤック選手における体幹および上腕の筋量       若原  卓 暑車よ
大学スポーツ健康

P28  ヒト上肢の前腕に関わる筋の形態学ア トラス 小松 敏彦 大阪大学

P2-9 
捏

人の特性に合わせた動作のばらつきに強い投射パラメータの推定 †寸田 宗紀  冒壬
スポ~ツ科学セン

P210 
量利菅竿履萱皇蘇勝鴛

`暴

えこζl:ι曇
卜からの 1歩目支持期に 大島 雄治 筑波大学大学院

P211 異なる背景筋活動中に行った急激な筋収縮時における筋東動態   矢野 壮馬 景霙署
大学大学院教育学

P212 筋腱複合体の持続的伸張が腱硬度に及ぼす影響 中村 真緒 皇學館大学大学院

P213 家庭用ゲーム機と現実空間での運動時における脳波の比較     高橋健太郎 関東学院大学理工学部

P214 フ撃量機蟻え属畠育言纏塁清泉急寧鬱れ
た力~フレイズトレーニン 赤木 亮太 芝浦工業大学

P2-15 流速値の違いが背泳ぎ動作に及ぼす影響             佐藤 大典 中京大学大学院

P216 肺気量の違いが泳動作中のボディポジションに及ぼす影響     鷲野 壮平 鹿屋体育大学大学院

P217 :霜
賞:普籍需〔T讐夕雫琴サ念罷

グロビン・ミオグロビン動態か 田中 大智 立命館大学大学院
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一 般 研 究 発 表
ポスター発表③

Poster Preselltatlons 3

9814H (^) 14th Sep. (wed.) 11:10へ′12:01

ポスター発表③ A会場 (R101)

司会 :小林 雄志 (立命館大学 )

P31  逆上がりにおける床反力と鉄棒反力の貢献 鴻巣  暁 東京大学大学院

P32  小学生の投動作の類型に関するパイオメカニクス的研究      小林 育斗 茨城県立医療大学

P33  やり投げにおけるヤリの飛行経路 シミュレーション 安田  萌 茨城大学大学院

P34  自転車 トラック競技の空気抵抗力について 西山 哲成 日本体育大学

P35 視覚情報を利用 した走高跳の トレーニング方法 上島みどり 立命館大学

P36 [ラ
場

着目した陸上競技水平種目の助走リズムを安定させる トレー 藤林 献明 びわこ成険スポーツ大学

P37  ヒト四足歩行のキネマティクス 衣笠 竜太 神奈川大学人間科学部

P38  歩行中の関節ス トレスにおける性差 戸田 晴貴 寧整す響『野
リハビリ

P39  異なる一定速度での歩行における下肢動作の対称性        平野 智也  5査竺ヲ今尋李素
院 ト

篠原 康男 羞倉
館大学共通教育推進P310 疾走速度変化の定量的評価に関する検討

P311 小中学生の加速疾走における時空間変数と地面反力の変化     永原  隆 鹿屋体育大学

P3-12 TT]9Υ
程こ11亀吾旨勇たξま1ト

ツプスプリンターのスター
 松尾 彰文 鹿屋体育大学

P3-13 トレッドミル上における長距離走行中の足部内側縦アーチについて 木村 健作 筑波大学大学院

P3-14 走路の勾配と足部接地パタンがランニング中の足底圧に及ぼす影響 堀口 芳起 ξ彊詈尊重斎勇尋
スポ~

P315 下肢の動作および筋活動がランニングエコノミーに及ぼす影響   岡田 英孝 電気通信大学

P3-16 
曇な

る台高と水平距離におけるドロップジャンプのキネティクス的 杉本和那美 筑波大学

P3-17 
貫

性床への ドロップ着地動作における競技特性による着地方略の差
 宮崎 彰吾 筑波大学大学院
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